家庭礼拝　2010年11月3日　使徒言行録第27章　元気を出しなさい
　賛美歌532　やすかれ、わがこころよ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP１６２（１）　父なる神よ
起

パウロはいよいよローマに向かうことになります。これはパウロの生涯にとって、最後の旅行となります。カイザリアから、ローマまではとても長い船旅になります。そしてその時期は船旅には適さない、逆風の吹く時期になってきました。強い西風が吹いてくるのです。時期は断食日も過ぎていたと書かれていますので、10月中旬ころになります。断食の期間とは、ユダヤ教の贖いの日であり、毎年、10月上旬に行われていました。当時の航海は、羅針盤がまだ発明されていなかったので、陸を見るか、星を見て航行しました。天候が悪くその目視確認が出来ないと、全く方向を失ってしまうのです。ですからそのような時期となる、9月以降の航海は危ないと言われていました。そして、この航海では厳しい遭難に出会います。この遭難の記述は、当時としてはとても詳しい資料になるのだそうです。このような遭難時の有様を残してくれた、記者がいたことを忘れてはいけません。
このような航海の中で、パウロには二人の力強い味方がありました。一人は百卒長ユリアヌスです。このユリアヌスは、どこでパウロのことを聞き、何時パウロに対して、敬意を持つようになったのかは分かりませんが、パウロに対しては、単に、儀礼以上の親切と配慮を示してくれました。この百卒長は、近衛隊に属していたと言われており、皇帝と属領地の間の連絡を取る仕事に従事した特殊部隊といわれています。ですから、パウロとそんなに接点が有るわけではありません。パウロの人物を見て、何か心が動かされるものがあったのかもしれません。いつもパウロには一目置いて、その意見をも尊重しているのです。船が難破してからは、むしろその指揮権をパウロに委ねたような感じさえします。

もう一人はアリスタルコです。聖書では、テサロニケ出身のマケドニア人アリスタルコも一緒であった、と記されているだけで、どんな人なのかは皆目分かりません。そしてなぜそこに一緒に居れたのかも分かりません。注解書によると、アリスタルコが一緒の船に乗れたのは、パウロの奴隷として、登録していたからであるとかかれています。パウロの世話をするために、この命がけの航海に、身分を奴隷にまでして、パウロを助けたい、パウロから離れたくないと考えていた、信仰者がいたことには驚きです。この様に、自分が信じる人のためならば、たとえ奴隷となってでも、その人の道を供に歩みたいと考える、人生があることを考えさせられます。

承

さて、航海は始まりました。西風が強くなければ、まっすぐにキプロス島か、クレタ島まで行くのでしょうが、強い風のために沿岸沿いを行くことになります。最初はシドンに行きました。そしてミラ、クニドス港まで行きました。これでやっと、トルコの左下のクレタ島に一番近いところまで来たわけです。ここまで来るのにも逆風の中を苦労しながら、風をよけつつ、航海してきたわけです。ミラでは、百人隊長が、イタリアに行くアレクサンドリアの舟を見つけて、私達をそれに乗り込ませた。と書かれています。アレクサンドリアは、エジプト最大の町で、ローマに並ぶ大きな町です。当時のエジプトはヨーロッパ世界の穀倉地帯でした。ですから収穫時期になると、アレクサンドリアから、ローマに向かう、穀物を積んだ大きな船が行き来していたようです。百人隊長は、いよいよエーゲ海を横切っていく大きな航海のときに、このアレクサンドリアから来た、ローマ行きの大きな船に乗り換えたのです。それでも逆風に阻まれ、近くのクニドス港に行くのにも幾日もかかって行ったのです。そしてそこからいよいよクレタ島に渡ります。そしてそこでも風に阻まれて、クレタ島の陰を航行して、良い港と呼ばれるところに着きました。ここは、名前は良い港ですが、小さな港のために、ここで長く過ごすのには適しませんでした。この様な困難な航海のときは、単に船長が一存で航海を決めるのではなく、船に乗った責任ある関係者の間で、打ち合わせを行い、そして航路を決めて行ったようです。そのような話し合いに、囚人であるパウロもまた参加して意見が言えたということは、百卒長がパウロに対して一目置いていたことと、パウロの豊富な旅の経験が尊重されたためだと思われます。この良い港と呼ばれるところに避難していたときに、パウロはこの航海を続けることには反対してこういいました。10節です。
使 27:10　「皆さん、わたしの見るところでは、この航海は積み荷や船体ばかりでなく、わたしたち自身にも危険と多大の損失をもたらすことになります。」
使 27:11　しかし、百人隊長は、パウロの言ったことよりも、船長や船主の方を信用した。
パウロは航海に反対しましたけれども、船長や船主や百人隊長の意見によって、航海を続けることになりました。きっと、パウロは囚人なので、行きたくないのだ、と思われたかもしれません。また、船長や船主は、早くこの航海を片付けて、利益を得たいと考えたのかもしれません。結局は航海を続けることになったのです。ただ、一時避難していた、この良い港と呼ばれるところは、小さい港なのであまり便利は良くなかったようです。それで、大多数のものの意見によって、クレタ島のフェニクス港に行って、そこで冬を越すことになりました。その時に、偶然にも南風が静かに吹いてきたのです。順風です。これが運命の風となりました。洞爺丸台風のとき、台風の目に入った青函連絡船の洞爺丸が、もう台風は去ったと思って、出発したところ、すさまじい嵐となって、沈没し、1155人の人が亡くなった事故を思い出します。
人々は望みどおりに事は運ぶと考えて、錨を上げて、クレタ島の岸に沿って進みました。するとまもなく、エウラキロンと呼ばれる暴風が、島のほうから吹き降ろしてきたと書かれています。このエウラキロンは2300ｍあるクレテの山から吹き降ろす、北東の強風です。船は南西に流されて、なすすべもありませんでした。この風に流されると、アフリカの近くにあるシルティスの洲と呼ばれる海の墓場とも言われるところまで流されて乗り上げてしまうそうです。そうすると、そこで飢えて、死を待つしかない状態になってしまうのだそうです。ですが、パウロ達の船はそこまでは流されずに、途中で風の方向が変わって東風が吹いたようです。またイタリア半島のほうに向きが変わっているのです。最終的にはマルタ島に上陸するのですから、よほど運が良かったと言うほかはありません。神様が守ってくださったのだと思います。
このような暴風の中で、人々は積荷を海に捨て、そして船具をも捨て、浅瀬に乗り上げないようにしましたが、幾日もの間、太陽も星も見えず、暴風が激しく吹きすさぶので、ついに助かる望みは全く消え失せようとしていたと、聖書には書かれています。この航海の嵐の出来事はとても詳細に書かれています。とても後で聞き取ってかかれたものとは思われません。この聖書には書かれていませんが、どうもこの船にはルカもパウロの世話役として船に乗り込んでいたようです。そしてルカのメモからこの記述が得られたようです。
転

このように、船乗りでさえも希望を失うような状態にあっても、パウロは人々に勇気を与え、励ましを与える働きをしました。パウロはこれまで、3度も船の難に会い、一昼夜海上を漂ったことのある経験をした事のある者でした。第二コリント11章25節にはこう書かれています。鞭で打たれたことが3度、石を投げつけられたことが一度、難船したことが3度、一昼夜海上に漂ったこともありました。そう記録されているのです。そのような経験もあるので、パウロには余裕がありました。それにパウロには神様の啓示を受けて、必ずローマに行けるという確信が与えられていました。もうここからはパウロの独壇場です。望みを失った人にはもう力はありません。力のあるのは、神様により希望を与えられて、力を注がれている人だけです。パウロは人々を励まし始めました。22節から、26節です。
使 27:22　しかし今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。船は失うが、皆さんのうちだれ一人として命を失う者はないのです。
使 27:23　わたしが仕え、礼拝している神からの天使が昨夜わたしのそばに立って、
使 27:24　こう言われました。『パウロ、恐れるな。あなたは皇帝の前に出頭しなければならない。神は、一緒に航海しているすべての者を、あなたに任せてくださったのだ。』
使 27:25　ですから、皆さん、元気を出しなさい。わたしは神を信じています。わたしに告げられたことは、そのとおりになります。
使 27:26　わたしたちは、必ずどこかの島に打ち上げられるはずです。」
パウロは、嵐の中で望みを失った人々に、元気を出しなさいと言いました。これが信仰者だと思います。これがクリスチャンです。信仰が単に自分の救いだけだとしたら、それはどれほどのものでしょうか。みんなが嵐の中で、希望を失ったときに、元気を出しなさいと励まし続けることの出来ない信仰では、その信仰は取るに足りないものでしょう。パウロは元気を出しなさいと言った後こう言いました。皆さんの内誰一人として、命を失うものは無いのです。そう言いました。この言葉に人々はどれほど励まされたでしょうか。たとえ嘘でも励まされたと思います。パウロはその上その根拠をしっかりと示しました。神からの天使が昨夜、パウロにこう言ったと言うのです。『パウロ、恐れるな。あなたは皇帝の前に出頭しなければならない。神は、一緒に航海しているすべての者を、あなたに任せてくださったのだ。』そして、だから元気を出しなさいと言いました。パウロは、私は神を信じていますと言いました。信仰者の本領発揮です。どんな状況の中でも、私は神を信じていますと言えるのが本当の信仰者です。そしてパウロは続けました。私に告げられたことは、その通りになります。私たちはどこかの島に打ち上げられるはずです。この言葉は、人々に、驚くほどの大きな力と励ましと、慰めを与えたのだと思います。私達クリスチャンは、世の中がどのような状況になっても、元気を出しなさい。神様が助けてくださる。私は神様を信じている。と言える、信仰者でありたいと思うのです。
　14日目の夜になったとき、パウロ達の船はどこかの島に近づいているのを感じました。船が暗礁に乗り上げないように、錨をおろしました。するととんでもないことが起ころうとしました。船乗り達が、自分達だけが助かろうとして、小船を下ろして、それで逃げ出そうとしていたのです。パウロはそれに気がつきました。そして百人隊長と兵士達に「あの人たちが船にとどまっていなければ、あなたがたは助からない」といって知らせ、兵士達が小船のロープを切り船乗り達が逃げ出さないようにしたのです。そして、みんなで助かる準備をしました。33節から36節です。
使 27:33　夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするように勧めた。「今日で十四日もの間、皆さんは不安のうちに全く何も食べずに、過ごしてきました。
使 27:34　だから、どうぞ何か食べてください。生き延びるために必要だからです。あなたがたの頭から髪の毛一本もなくなることはありません。」
使 27:35　こう言ってパウロは、一同の前でパンを取って神に感謝の祈りをささげてから、それを裂いて食べ始めた。
使 27:36　そこで、一同も元気づいて食事をした。
生き延びる力、それはまず希望であり、そして食べることです。パウロは一同に食事をするように勧めました。14日間もの間、嵐と不安とに戦いながら、何も食べずに過ごしてきたのです。そして生き延びるために必要ですから、どうぞ何か食べてくださいと奨めました。パウロは、一同の前でパンを取って神に感謝の祈りを捧げてから、それを裂いて食べ始めたのです。これはご存知のように、聖餐式の形式です。パウロはこのようなときでさえ、神の前に行う聖餐を忘れることなく感謝の祈りをしてパンを裂いたのです。これを見て、一同も元気付いて食事をしたと書かれています。信仰者はどこにあっても希望を持ち励ます人です。それを与えてくださるのは神様です。私達の希望の源は神にあり、励ましの源も神様にあります。感謝と賛美を現すものはその源を表すものとなります。
　パウロ達の船は、穀物を投げ捨てて船を軽くし、錨を切り離して、砂浜に向かって進みました。ところが途中で暗礁に乗り上げてしまいました。兵士たちは、囚人たちが泳いで逃げないようにするために殺そうと思いました。ここに乗っている囚人たちはローマの裁判を受けるために来ている囚人たちなので、たいてい死刑囚です。パウロも同じなのです。もしこの囚人が逃げ出したら、兵隊たちはその罪を自分達が負わなければならないのです。すなわち死刑になってしまうのです。それで、兵士たちは囚人たちを殺そうとしました。百人隊長は、パウロを助けたいと思ったのでこの計画を思いとどまらせました。パウロのおかげで、囚人達の命は助かったのです。そして、泳げるものは泳いで渡り、それ以外のものは木の板や、乗組員に掴まって海岸まで渡りました。このようにして、全員が無事に上陸したのでした。
結

パウロはどんなときでも、決して希望を失わない人でした。神様の溢れるばかりの希望を抱いて、人々を励ますことの出来る人でした。元気を出しなさいといい続けることが出来ました。それは、神様の約束を信じて生きることが出来るからでした。どこに神様の約束があるのかを知っていました。それを決して忘れることは無かったのです。私達にも、その同じ神様の約束が与えられています。ですが私たちは時々希望を失ってしまいます。神様の約束を見失ってしまうのです。私達がいつもこの、神様の約束の上に立ち戻ってくるならば、私たちは励ましを与えられ、人々にも、元気を出しなさい。神様が供にいてくださると、励まし続ける人になれるのだと思います。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様。

私達の歩みは、決して晴天の日ばかりではなく、雨の日も有り、嵐の日もあります。

自分達の力ではどうしようもない、嵐の日に出会うと、力尽きて、希望を失ってしまうかもしれません。

ですが神様、どうか終わらない嵐は無く、上がらない雨の日も無く、また再び晴天のときが与えられる希望を持ち続けることが出来ますように。

そしてその希望と力とによって、私は神様を信じている。元気を出しなさいと言える人でありますように導いてください。
今の日本は、国内的にも、対外的にも決して順風では有りませんが、どうかあなたが、元気を出しなさいと励ましてくださいますように。

そして、自分だけ助かるのではなく、みんなで、生き延び、主を賛美するものでありますように導いてください。

今日与えられた、あなたの御言葉に感謝いたします。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆パウロ、ローマへ向かって船出する
使 27:1　わたしたちがイタリアへ向かって船出することに決まったとき、パウロと他の数名の囚人は、皇帝直属部隊の百人隊長ユリウスという者に引き渡された。
使 27:2　わたしたちは、アジア州沿岸の各地に寄港することになっている、アドラミティオン港の船に乗って出港した。テサロニケ出身のマケドニア人アリスタルコも一緒であった。
使 27:3　翌日シドンに着いたが、ユリウスはパウロを親切に扱い、友人たちのところへ行ってもてなしを受けることを許してくれた。
使 27:4　そこから船出したが、向かい風のためキプロス島の陰を航行し、
使 27:5　キリキア州とパンフィリア州の沖を過ぎて、リキア州のミラに着いた。
使 27:6　ここで百人隊長は、イタリアに行くアレクサンドリアの船を見つけて、わたしたちをそれに乗り込ませた。
使 27:7　幾日もの間、船足ははかどらず、ようやくクニドス港に近づいた。ところが、風に行く手を阻まれたので、サルモネ岬を回ってクレタ島の陰を航行し、
使 27:8　ようやく島の岸に沿って進み、ラサヤの町に近い「良い港」と呼ばれる所に着いた。
使 27:9　かなりの時がたって、既に断食日も過ぎていたので、航海はもう危険であった。それで、パウロは人々に忠告した。
使 27:10　「皆さん、わたしの見るところでは、この航海は積み荷や船体ばかりでなく、わたしたち自身にも危険と多大の損失をもたらすことになります。」
使 27:11　しかし、百人隊長は、パウロの言ったことよりも、船長や船主の方を信用した。
使 27:12　この港は冬を越すのに適していなかった。それで、大多数の者の意見により、ここから船出し、できるならばクレタ島で南西と北西に面しているフェニクス港に行き、そこで冬を過ごすことになった。
◆暴風に襲われる
使 27:13　ときに、南風が静かに吹いて来たので、人々は望みどおりに事が運ぶと考えて錨を上げ、クレタ島の岸に沿って進んだ。
使 27:14　しかし、間もなく「エウラキロン」と呼ばれる暴風が、島の方から吹き降ろして来た。
使 27:15　船はそれに巻き込まれ、風に逆らって進むことができなかったので、わたしたちは流されるにまかせた。
使 27:16　やがて、カウダという小島の陰に来たので、やっとのことで小舟をしっかりと引き寄せることができた。
使 27:17　小舟を船に引き上げてから、船体には綱を巻きつけ、シルティスの浅瀬に乗り上げるのを恐れて海錨を降ろし、流されるにまかせた。
使 27:18　しかし、ひどい暴風に悩まされたので、翌日には人々は積み荷を海に捨て始め、
使 27:19　三日目には自分たちの手で船具を投げ捨ててしまった。
使 27:20　幾日もの間、太陽も星も見えず、暴風が激しく吹きすさぶので、ついに助かる望みは全く消えうせようとしていた。
使 27:21　人々は長い間、食事をとっていなかった。そのとき、パウロは彼らの中に立って言った。「皆さん、わたしの言ったとおりに、クレタ島から船出していなければ、こんな危険や損失を避けられたにちがいありません。
使 27:22　しかし今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。船は失うが、皆さんのうちだれ一人として命を失う者はないのです。
使 27:23　わたしが仕え、礼拝している神からの天使が昨夜わたしのそばに立って、
使 27:24　こう言われました。『パウロ、恐れるな。あなたは皇帝の前に出頭しなければならない。神は、一緒に航海しているすべての者を、あなたに任せてくださったのだ。』
使 27:25　ですから、皆さん、元気を出しなさい。わたしは神を信じています。わたしに告げられたことは、そのとおりになります。
使 27:26　わたしたちは、必ずどこかの島に打ち上げられるはずです。」
使 27:27　十四日目の夜になったとき、わたしたちはアドリア海を漂流していた。真夜中ごろ船員たちは、どこかの陸地に近づいているように感じた。
使 27:28　そこで、水の深さを測ってみると、二十オルギィアあることが分かった。もう少し進んでまた測ってみると、十五オルギィアであった。
使 27:29　船が暗礁に乗り上げることを恐れて、船員たちは船尾から錨を四つ投げ込み、夜の明けるのを待ちわびた。
使 27:30　ところが、船員たちは船から逃げ出そうとし、船首から錨を降ろす振りをして小舟を海に降ろしたので、
使 27:31　パウロは百人隊長と兵士たちに、「あの人たちが船にとどまっていなければ、あなたがたは助からない」と言った。
使 27:32　そこで、兵士たちは綱を断ち切って、小舟を流れるにまかせた。
使 27:33　夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするように勧めた。「今日で十四日もの間、皆さんは不安のうちに全く何も食べずに、過ごしてきました。
使 27:34　だから、どうぞ何か食べてください。生き延びるために必要だからです。あなたがたの頭から髪の毛一本もなくなることはありません。」
使 27:35　こう言ってパウロは、一同の前でパンを取って神に感謝の祈りをささげてから、それを裂いて食べ始めた。
使 27:36　そこで、一同も元気づいて食事をした。
使 27:37　船にいたわたしたちは、全部で二百七十六人であった。
使 27:38　十分に食べてから、穀物を海に投げ捨てて船を軽くした。
◆難破する
使 27:39　朝になって、どこの陸地であるか分からなかったが、砂浜のある入り江を見つけたので、できることなら、そこへ船を乗り入れようということになった。
使 27:40　そこで、錨を切り離して海に捨て、同時に舵の綱を解き、風に船首の帆を上げて、砂浜に向かって進んだ。
使 27:41　ところが、深みに挟まれた浅瀬にぶつかって船を乗り上げてしまい、船首がめり込んで動かなくなり、船尾は激しい波で壊れだした。
使 27:42　兵士たちは、囚人たちが泳いで逃げないように、殺そうと計ったが、
使 27:43　百人隊長はパウロを助けたいと思ったので、この計画を思いとどまらせた。そして、泳げる者がまず飛び込んで陸に上がり、
使 27:44　残りの者は板切れや船の乗組員につかまって泳いで行くように命令した。このようにして、全員が無事に上陸した。
